
感染症情報 ７月１０日～１６日

④ＲＳウイルス感染症

②感染性胃腸炎

⑤咽頭結膜熱

６２１例（堺市 

３２２例（堺市 ３９例）
２１７例（堺市 ２１例）

前週比７．３％減の２，７２２件の報告数であった。ヘルパンギー
ナは府下で２１％減、堺市で１２８例→１２０例であった。定点当たり
は府下が６．０１→４．７７で、堺市は６．７４→６．３２。感染性胃腸炎
が府下で前週比２％減、堺市で前週３７例→今回５８例であった。
溶連菌感染症が府下が２例減、堺市で前週５９例→今回５３例。
ＲＳウイルス感染症が府下で１０％減、堺市で５３例→３９例であっ
た。定点当たり大阪府が１．８４→１．６６、堺市が２．７９→２．０５。咽
頭結膜熱が府下で３５％増、堺市で前回１４例→今回２１例。
インフルエンザが府下で前週２２３例→２６７例で２０％増、堺市で
前週２０例→今回１９例であった。定点当たり大阪府は０．７５→
０．９０、堺市で０．６９→０．６６であった。

５８例）
③溶連菌感染症 ４２２例（堺市 ５３例）

１２０例）

府下２９７医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９４医療機関（堺市１９）から

①ヘルパンギーナ ９２５例（堺市

２６７例（堺市インフルエンザ １９例）

府下２９７医療機関（堺市２９）から

３，０３６例（堺市新型コロナウイルス感染症 ３４６例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週
２，３３０例→今回３，０３６例で３０％増、定点当たり７．８７→１０．２２
に、堺市は前週２６３例→今回３４６例で３２％増、定点当たり９．０７
→１１．９３であった。大阪府のブロック別の定点当たりでは、堺市
ブロックが再びワーストになった。

大阪府定点 １０．２２ 堺市定点 １１．９３

 麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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以上

合計

１０７ ２２３ ２８０ ６２３ ３２５ ２９２ ３１６ ３２４ １７９ １９７ １７０ ３０３６
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